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医学部生命科学科過去10年間の入学者選抜試験合格者の動向に関する調査

|医学部生命科学科過去lO年間の入学者選抜
試験合格者の動向に関する調査

鳥取大学 大野 耕策
｜

’

2．入学者選抜教科および配点の変化(表1）1． はじめに

平成2年度入学者選抜試験は設置初年度で，

平成2年4月15日に二次試験科目のみで，

数学(150点)，物理(100点)，化学または生

物から1(50点)，外国語(150点)が謀せられ

た。以後の入試は鳥取大学入学試験と同一日

程で，センター試験，前期は二次試験，後期

は小論文と面接を課してきた。平成4年度，

5年度，7年度のセンター試験科目および二

欲試験科目の配点および理科の選択科目数の

変更は医学科の変更に歩調を合わせたもので

ある。理科については，医学科はセンター試

験で物理・化学を課すのに対し，生命科学科

は初回入試から生物の選択も可能な様にして

いる。平成9年度の変更はセンター試験の変

更の際に，生命科学科の入試を見直した結果

で，大きな変更点は前期後期のすべての受験

生に面接を課す様に変更した点である。生命

科学科の理念を十分理解し，生命科学に興味

を持ち，研究者としてふさわしい健康で明る

い人物を積極的に選抜したい意図からであっ

た。現在の所，面接官の負担が増加している

以外，逗の変更に大きな問題は指摘されてい

ない。

鳥取大学医学部では，医師の過剰化時代に

あって，医学科学生定員を120名から80名

に減少させることに決定し，代わりに，医学

の知識を持ったバイオサイエンティストの蕊

成を理念として，医学部の中に医師になら厳

い4年生の学科を設置することになった。生

命科学科と名づけられた，分子生物学，細胞

工学，生体情報学，免疫学，神経生物学，病

態生化学の6講座からなる新しい学科が，平

成2年(1990年)に設置された。医学部の中の

ユニークな学科として，発足当時から全国か

ら受験生が集まり，また，社会のニードにも

適合し就職率も都会の企業へと比較的順調で

ある。発足当時から3年間は，受験雑誌で，

医歯薬系の学科の中にランクされ，この学科

の理念が受験生に十分理解されてい鞍かつた

面があり，入学後に退学・休学して，医学科，

歯学科の再受験をめざすものがかなりの数見

られた。その後，理学部系学科にランクされ

たことと入学者選抜方法の改善で，休学・退

学する学生数は減少したように思われる。平

成11年度で10回目の入学試験を行った。こ

のようなユニークな学科が受験者に正しく認

識されるようになったと考えられる近年と発

足当時とで学生の質に変化がないかどうか，

また，入学者選抜方法の改善が，実際に有効

であったかどうか検討すること詮目的に，こ

れまでの生命科学科入学者選抜方法の変化，

倍率変化，合格者のセンター試験成績，二次

試験成績，調査書成績，合格者の現役浪人比，

合格者の出身地について調査した。
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表1 入学者選抜教科等の変化

函’ ’ |MMセンター試験 二吹試験科目

2年度 雄し 数150，英150

物100化/生50

なし なし

3年度数

4年度数

5年度数

悶数
7年度数

8年度数

(I/選) 200,

(I/選) 200,

(I/選) 200,

(I/選) 200,

(I/選) 200,

(I/選) 200,

理(物/化/生>1)100,

理(物/化/生>1)150,

理(物/化/生>2) 150,

理(物/化/生>2)150,

理(物/化/生>2)200,

理(物/化/生>2)200,

外200

外200

外200

外200

外200

外200

７
１

り
ぅ

タ
ー

０
０

０
０

０
０

５
０

０
０

０
０

１
２

２
２

２
２

数
数

数
数
数

数
口

●
Ｃ

も
■

も
●

句
申

申
●

■

前
前
前

前
前

前

０
０

０
０

０
０

５
０

０
０

０
０

１
２

２
２

２
２

英
英
英

英
英
英

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

２
２

２
２

２
２

後
後

後
後

後
後

後150

後150

後150

後150

後150

後150

9年度 数(I/n)200,理(物/生,化>2) 200,英200 ,

前期のみ国100

前：数200，英200 後200 前後150

10年度 数(I/n)200,理(物/生,化>2) 200,英200

前期のみ国100
’

二
ｌ
Ｉ
１

１
Ｉ
ｌ
Ｊ
ｄ
ｌ
ｉ
卜

１１
１
４
．
１

前：数200，英200 後200 前後150

11年度 数(I/n)200,理(物/生,化>2) 200,英200,

前期のみ国100

前：数200,英200 後200 前後150

また，平成9年度から全体の点数にはあまり

大きな影響は与えないが，前後期の入試で面

接を行い，生命科学への興味，生命科学科選

択の動機を評価の対象としていることも関係

している可能性もある。女子入学者は平成2

年度の初年度をのぞき，約半数を占める。

3． 志願者数の年次変化(表2）

過去10年間の平均倍率は前期3.2倍，後

期6．0倍であるが，平均実質倍率は前期後期

ともほぼ3倍のそれぞれ平均2．9倍，3．2倍

である。平成5年度，平成10年度は前期後

期ともに志願者が少なく，5年度実質倍率は

前期2.3倍，後期2．2，平成10年は前期2.4

倍，後期1.4倍と低下した。しかし，それ以

後の平成11年度を含め，この10年間，ほぼ

平均値に近い倍率を推移している。平成5年

度と10年度に志願者が減少した理由は明ら

かではない。合格したものの入学手続きをし

なかったものは，平成2年度から平成8年度

まで平均2桁であったが平成9年度以降6，3，

4人と－桁に低下してきている。これは，生

命科学科入学生の中に臨床医学を志向する学

生がかなり多く，特に平成4年度までの入学

生の中に，退学あるいは卒業後に，他大学医

学部医学科や歯学部 看護学科などに再入学

した学生がかなりの数存在し，入学辞退者も

臨床医学志向の学生であった可能性が高い‐ C

I

－ 116 －



医学部生命科学科過去10年間の入学者選抜試験合格者の動向に関する調査

志願者数の年次変化表2

鰯嗣入学 追加 合格者

辞退者 合格 総数

6'’31 461 46140(4)
|－ 9161 371

§｜蕊 蕊 5840(19）
'－－可 3 431

蕊｜ 鳶 蕊i 61, 40(16)
|■■6 1 391
il－－驚 驚 蕊| 50 40(19)

5 0 391

鳶 § 蕊 49141(16）
9 0 36

篭 鴬 霧 53141(22)，ミ

8 0 34 1

； 箸 § 鍵 51140(17）
41 0 39

両 一一．

I 鳶｜§’ 灘 4943(18）
全一

） 2 3 33

:－ 蕊 § 蕊 4340(22)’
1 0 35〕

;|－鳶｜§｜ 蕊’ 45141(20）

合格者｜
総数

入学者

(女子）
追加

合格§~画:願者|倍率|受験者|憲臺|合＃
|平成2年 1764．4115613．9
1平成3年前 1103．71－903．0

蕊’ 蕊｜灘｜ 議 灘一
犀筬~亜年前’ 9013．01 8112．71

灘’ 鍵||灘｜ 蕊｜灘
|平成5年前’ 7212．41 6812‘3

灘.｜ 蕊|灘｜ 蕊｜灘一
|平成6年前’ 10113．41 9813．3

灘｜ 蕊_蕊蕊 蕊| "|L
i平成7年前’ 1113．7 9813．31

灘’ 蕊 繍 蕊|灘｜
平成8年前’1053．5 98'’3．31

灘 蕊[蕊蕊 蕊|灘'二
平成9年前 953．2 913．01

灘 蕊難 議鰯一
平成10年前| 72 24 71 2.41

蕊’ 蕊 灘 鍾 鵜｜
|平成11年前 983．3 913．01

灘一蕊_豊謹_■畷_鍵L
前期平均 ’ 953．2187．312．91
1蕊灘蕊 ｜ 蕊|識｜灘蕊|鍵’

入学

辞退者
受験者’ 合格者実質

倍率

志願者 倍率

431 ’
一
一
一
一
一
一

－６－蕊羅－３－蕊繊－１－篭羅一
３

凱
蕊
鍵
如
誘
蕊
雲
犯

譜
蕊

36

銅
雪
刎
型
銅
塞
調

蕊

30

蕊

35

－塾

認

１
１

｢~‐ 」

がしにくいため調査対象からはずした。各年

度合格者の平均値から全国平均値を減じ，全

国データの標準偏差で序し，標準得点を求め

た。これらを表3に示した。

この表3から明らかなように，各年度とも

後期試験合格者のセンター試験の標準得点が

高い。教科毎の前後期(合格者の平均値一全

国平均)／(全国データの標準偏差)をグラフ

化したものが図1である。英語については，

第2回の平成3年度から平成5年度にかけて，

前期では合格者平均値はセンター試験全受験

者の+0. 74 S. D.から+0. 52 S. D.へと下降し

ているが，平成6年度以後は前期では+0.92

から+0. 96 S. D.後期では+0. 98 S. Dから+1. 16

S. D.と安定し，生命科学科合格者は相対的に

英語力のある学生が増加しつつあることを示

している。数学についても平成5年度以後平

均値標準偏差からの差が+0. 5 S. D.から+1. 0

S.D．近くまで上昇しており，むしろ上昇傾

4． センター試験からみた合格者の学力レベ

ルの変動

表2で示された入学辞退者の減少と教育の

場で感ずる医学科再受験希望者の減少から，

生命科学科を受験する学生の学力レベルが低

下傾向にないかが懸念された。生命科学科合

格者の学力に変化があるかどうかを調べる目

的で，センター試験を課した平成3年度以降

の合格者について，共通科目である外国語

(英語)，数学(数学は平成8年度まで数学I

と「数学Ⅱ，工，簿から1｣，平成9年度以降

は「数1．数A」と『｢数Ⅱ・数B｣，工，簿

情報』の選択は全受験者が数学Ⅱまたは「数

Ⅱ・数B」を選択しており，比較がしやす

い)および平成9年度以降の化学を調査の対

象とした。平成9年度の数学は前期課程受験

者では旧課程と新課程が混在しており，また，

物理・生物は選択がほぼ半々であるが，比較
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向にあると評価できる。平成10年度の数学

の標準偏差は数1,数Ⅱとも低下しているが，

これは倍率が関係していると思われる。平成

4年前期，平成5年前後期および平成10年前

後期は実質倍率が3倍を切っており，この倍

率の低下がセンター試験平均値を下げた要因

の1つと考えられる。

センター試験結果を見る限り生命科学科合

格者は，あるレベルを保持し，相対的には決

して学力は低下していないと評価でき，後期

試験合格者の方が，相対的に合格時学力が高

いと評価できる。

表3 生命科学科合格者の平均点と(合格者平均値一全国平均)/(全国データの標準偏差）

｜英語 ｜ 数学II 数学Ⅱ 国語 ｜ 化学
平成3年 前期(37人） 158

(+0. 74SD)

66．1

(+0. 72SD)

87．9

(+0. 84SD)

後期(21人） 162

(+0. 84SD)

67．9

(+0. 81SD)

88．4

(+0.8 7SD)

全受震音平均 130.9±36.6150.7±21.167.8±23.8
度前期(43人） 142 57．4172 5平成4年度前期(43人） 142

(+0. 58SD)

72．5

(+0.81SD)

57．4

(+0.41SD)

後期(18人） 153

(+0. 89SD)

82．3

(+1. 13SD)

63．2

(+0. 68SD)

全受驍昔平均 ’121.3±35.7156.9±22.4148.4±21.~§

平成5年度前期(39人） 125

(+0. 52SD)

81．1

(+0. 57SD)

84．6

(+0. 69SD)

後期(11人） 131

(+0.70SD)

90．7

(+1. 03SD)

91．3

(+0. 96 SD)

全受験者平均 ’106.7±34.7169.1±20.9165.5±画7万

平成6年度前期(39人） 125

(+0. 92SD)

72．9

(+0. 74SD)

93．7

(+0. 73SD)

後期(10人） 127

(+0. 99SD)

78．4

(+1.0OSD)

95．6

(+0. 82SD)

全受験者平均 ’96.4±30.91 56.8±21.7177.2士22.5

平成7年度前期(36人） 142

(÷0. 92SD)

74．7

(+0. 90SD)

87．6

(+0. 88SD)

後期(17人） 144

(+0. 98SD)

75．7

(+0. 95SD)

88．5

(+0. 93SD)

全受験渚平均 ’109.5±35.2156.4±20.4167.4±22.8

平成8年度前期(34人） 163

(+0. 96SD)

732

(+1. 06SD)

74．0

(+0.97SD)

後期(17人） 165

(+1. 16SD)

73．6

(+1. 08SD)

79．6

(+1. 23SD)

全受験者平均 1265 1±38. 41 51. 5±20.5 1 52.5±22. 1
平成9年度前期(39人） 173

(+0. 96SD)

76．5

(+0. 42SD)

74．0

(+0. 56SD)

後期(10人） 177

(+1. 06SD)

89．0

(+1. 06SD)

91．0

(+1. 18SD)

79．0

(+0. 82SD)

全受験者平均 ’137.4±37.2166.4±21.3163.9±22.9170.1±15.1162.9±19.6
平成10年度前期(33人） 163

(+0. 97SD)

80．0

(+0. 80SD)

54．0

(+0. 70SD)

66．3

(+0. 58SD)

81

(+0. 72SD)

後期(10人） 171

(+1. 19SD)

82．0

(+0.89SD)

54．0

(+0.70SD)

90

(41. 15SD)

58．0±14.4
一~

全受験者平均 ’127 7±36.5163.5±20.7141.4±18.3 65.9±20．9
－ 一 一一

勺
ー
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図1 各年度の生命科学科合格者の標準得点

(合格者平均値一全国平均)／(全国データの標準偏差）
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英語については，医学科との平均値の比は

平成5年が0．69であったが平成6年以降は

医学科比0．8前後であり，合格者のセンター

試験平均値との差が0. 92-0. 96 S. D.と安定し

ていることと相関している様に思われる。数

学については，センター試験平均値で見られ

たように，平成5年以後，合格者の得点率が

上がって来ていたのが，平成10年に低下し

た傾向と相関しているように思われる。

5． 鳥取大学二次試験からみた受験者の学力

変動

生命科学科合格者の学力レベルを二次試験

結果から評価する目的で，他学科との二次試

験結果を比較することを調査対象とすること

を試みた。しかし，二次試験結果について比

較するべき資料が得られたのは，平成5年度

以降の学科毎の全受験者の平均値のみである。

数学は医学部と工学部が同じ問題を使用し，

英語は医学部と農学部が同じ問題を使用して

いる。全受験者の平均値を表4に比較した。
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表4 鳥取大学二次試験全受験者の平均点

英

雲函

数 学
生命科学

(/医学科）

医学科 他学科
A

他学科
B

生命科学

(/医学科）

医学科 他学科
A

他学科

B
I

平成5年 33.24

(0.69）

48.25 41.22 44.36 32.40

(0.67）

48.25 31．18 33．11

平成6年 35．59

(0.77）

46.20 39.41 42.43 26.07

(0.71）

35.91 18．70 18.46

平成7年 40．31

(0.87）

45.89 46.81 41.49 38.91

(0.86）

44.98 24.38 22.05

平成8年 37．70

(0.73）

51.25 39.69 41.00 53.08

(0.80）

66.47 41．59 40.74

平成9年 48．96

(0.86）

56．63 52.40 48.36 46．78

(0.77）

60.26 35.27 38.28

平成10年

’
44.97

(0.80）

56．53 53.54 54.58 32．23

(0.69）

46.44 22．87 23.50

6． その他

その他として合格者の調査書得点平均を比

較したが，初年度をのぞき3．90から4．09と

変化なかった。また浪人の割合を比較したが

平成9年度の入試方法の改善後3浪以上の多

浪が減少した。また，合格者の出身校は地元

山陰出身者は20％以下で学生が全国から集ま

る傾向に大きな変化はない。

7 終わりに

生命科学科合格者の調査で過去10年間安

定した質と量の受験生と合格者が得られてい

ることが明らかになり，現在の入試方法を根

本的に改革する必要は感じられない。より優

秀な学生を集めるため，このユニークな学科

の魅力をさらに宣伝することが必要と考えら

れる。

9
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